
（別記） 

令和４年度相良村地域農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

本村は、熊本県の南部、人吉球磨盆地のほぼ中央に位置し、村の中央を一級河川である

川辺川が北から南にかけ貫流し、その流域に水田地帯が広がっており、その面積は全耕

地の 40％にあたる 499haとなっている。 

本村の農業は、北部（四浦地区）の山間地帯と南部（川辺・深水・柳瀬地区）の平坦地

に区分される。農地の多くは、中南部の平坦部に広がり、河川沿いの水田では米、たば

こ、施設園芸作物（イチゴ、トマト、メロン等）、飼料作物等、それ以外の畑地では茶、

栗、放牧（畜産）等が、一方、中山間地では棚田等での小規模な農地が点在し、米、茶等、

それぞれ地域の特性を活かした多様な農産物が生産されている。 

しかし、農業者の高齢化や後継者不足等の問題も深刻化しており、食料自給力の低下

を招く恐れがあるため、担い手の育成及び確保は重要な課題となっている。 

そのため、農地中間管理機構などによる担い手への農地集積・集約化を進め、効率性向

上や生産コストの削減による安定経営を目指すとともに、収益力向上につながる作物や

小規模経営農家等への取組を推進する必要がある。 

 

２ 高収益作物の導入や転作作物等の付加価値の向上等による収益力 
強化に向けた産地としての取組方針・目標 

 

（１）適地適作の推進 

村内の水田において、適地適作を基本として、産地交付金を有効に活用しながら、野菜

や新規需要米、麦、そば、飼料用米等を中心に支援を実施し、面積の維持・拡大を図る。 

特に、地域振興作物として「イチゴ」「トマト」「メロン」「ズッキーニ」「里芋」「ニン

ニク」「オクラ」「キュウリ」「ネギ」「かぼちゃ」「ナス」「トウガラシ」「ピーマン」「ブロ

ッコリー」「ショウガ」「薬用作物」「種子用作物」「えごま」等については重点・特別振興

作物として位置づけ、作付面積の維持・拡大を図っていく。 

 

（２）収益性・付加価値向上への取組 

 高収益作物への計画的な転換を図るため、地域へ水田農業高収益化推進助成の周知を行

い、ＪＡ等と連携を図りながら産地における水田農業の高収益化を推進する。 

 

（３）新たな市場・需要の開拓 

 商談会や現地プロモーション活動を活用しながら、新たな需要の拡大を図る。 

 

（４）生産流通コストの低減 

 生産性向上のために国庫補助事業等を活用し施設整備を進めるとともに、機械及び施設

の共同利用を推進しコストの低減を図る。 

  



 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

村内において、農業者の高齢化や後継者不足により、所要の用水を供給しうる設備及び

施設を維持・管理することが困難となる地域が増えることが予想され、遊休農地化が懸念

される。 

そこで、畑地化の取組について重点支援期間であることの周知を行い、今後も水稲作に

活用される見込みがない水田については、地域の実情に応じて水田の畑地化を推進し畑作

物への転換を支援していく。水田農業高収益化推進助成を周知する中で、水田の利用状況

についても点検し、今後施設園芸を中心に水稲作に活用される見込みがない水田について

は、地域の実情に応じて水田の畑地化を推進していき、畑作物のみを生産し続けている農

地については、連作障害、収量低下防止のため、ブロックローテーションの構築を推進し

ていく。 

 

４ 作物ごとの取組方針等  

村内の水田において、適地適作を基本として、産地交付金を有効に活用しながら、野菜

や新規需要米、麦、そば、飼料用米等を中心に支援を実施し、面積の維持・拡大を図る。 

 

（１）主食用米 

需要に応じた品質と供給量を維持しながら、主要品種の「ヒノヒカリ」を中心に「森の

くまさん」「にこまる」や業務用米等、品種の選定や低コストにつながる生産方法と収益

性の確保を図りながら、地域の特性を活かした特色ある米づくりを目指す。 

 

（２）非主食用米 

  ア 飼料用米 

   産地交付金を活用し、担い手の作付拡大や多収品種の取組等を支援し生産性の向上

を図るとともに、耕畜連携（ワラ利用、資源循環）による水田の有効活用の推進も進

める。 

 

イ WCS用稲 

転作作物の中心的な取組であるため、地域内の需給バランスを注視しながら耕種農

家と畜産農家との連携による良質な粗飼料生産を行い、畜産農家のコスト低減を図

る。また、担い手への集積によるコスト抑制や多収品種導入も推進する。 

 

（３）麦、大豆、飼料作物 

麦については、担い手を中心に地域一体での営農を推進する作物として位置づけ、産地

交付金による団地化及び二毛作を推進することで、作付面積の維持、品質向上、低コスト

化による経営の安定を図る。 

大豆については、近年作付面積の減少が続いているが、関係機関と連携し栽培技術の確

立を図り、生産拡大を図る。 

 飼料作物については、耕種農家と畜産農家の連携による水田活用の柱として位置づけて

おり、今後も高品質な飼料の供給を目指すため、産地交付金を活用し資源循環、二毛作の

作付支援を図る。 

 

（４）そば 

 近年、地域の特産品の一つとして取組が広まりつつあるため、今後は需要者のニーズを

意識し、品質の確保、生産性の向上及び作付面積の維持・拡大を行うため、排水対策や二



毛作の取組を支援する。 

 

（５）地力増進作物 

高収益作物の栽培に取り組むことを目的とした、「地力増進ソルガム」「地力増進こぶと

り草」「地力増進イタリアンライグラス」による有機物の補給や、計画的なローテーショ

ンの実施による連作障害の回避、生産性・収益力の向上を図る土づくりの取組に対して支

援する。 

 

（６）高収益作物 

農業者の所得向上に向け、産地交付金を有効に活用しながら、特色ある産地づくりを促

進する。 

特に、地域振興作物として「イチゴ」「トマト」「メロン」「ズッキーニ」「里芋」「ニン

ニク」「オクラ」「キュウリ」「ネギ」「かぼちゃ」「ナス」「トウガラシ」「ピーマン」「ブロ

ッコリー」「ショウガ」「薬用作物」「種子用作物」「えごま」等については重点・特別振興

作物として位置づけ、作付面積の維持・拡大を図っていく。 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 
 



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

160.6 0 180 0 190 0

0 0 0 0 0 0

5.7 0 5.7 0 5.9 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

83.2 0 80 0 100 0

0 0 0 0 0 0

6.4 15.7 6.4 15.8 6.4 15.8

0.2 0 0.2 0 0.2 0

25.1 45.2 0 0 0 0

・子実用とうもろこし 0 0 0 0 0 0

1.8 6 1.8 6 1.8 6

0 0 0 0 0 0

0 0 0.1 0 0.1 0

17.8 0 18.6 0 19.1 0

・野菜 11.2 0 12.2 0 12.5 0

・花き・花木 0.1 0 0.1 0 0.1 0

・果樹 0 0 0 0 0 0

・その他の高収益作物 6.5 0 6.3 0 6.5 0

0 0 0 0 0.5 0畑地化

大豆

飼料作物

そば

なたね

地力増進作物

高収益作物

麦

作物等
前年度作付面積等

当年度の
作付予定面積等

令和５年度の
作付目標面積等

主食用米

備蓄米

飼料用米

米粉用米

新市場開拓用米

WCS用稲

加工用米



６　課題解決に向けた取組及び目標
前年度（実績） 目標値

令和３年度 令和５年度

1 麦、そば
担い手加算
（基幹、二毛作）

担い手利用集積
基幹：8.0ha
二毛作：20.7ha

基幹：8.0ha
二毛作：22.6ha

担い手利用集積 5.3ha 5.3ha

収量 468kg/10a 500kg/10a

二毛作の取組面積 60.2ha 61.6ha

水田の利用率 115.64% 115.70%

耕畜連携の取組面積 86.4ha 95.0ha

耕畜連携の実施率 54.20% 56.00%

5

イチゴ
トマト
メロン
ズッキーニ
里芋

地域重点振興作物助成
（基幹）

作付面積 6.36ha 6.79ha

6

ニンニク
オクラ
キュウリ
ネギ
かぼちゃ
ナス
トウガラシ
ピーマン
ブロッコリー
ショウガ
薬用作物
種子用作物
えごま

地域特別振興作物助成
（基幹）

作付面積 6.8ha 7.0ha

7
花き・花木
その他の高収益作物

地域振興作物助成
（基幹）

作付面積 3.1ha 3.1ha

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

整理
番号

対象作物 使途名 目標

飼料用米
米粉用米

2
担い手多種品種加算
（基幹）

3
麦
大豆
飼料作物

二毛作加算
（二毛作）

4
飼料作物
WCS用稲
飼料用米

耕畜連携の取組（水田
放牧・資源循環・ワラ
利用）（基幹・二毛
作）



７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：熊本県

協議会名：相良村農業再生協議会

1 担い手加算（基幹） 1 6,000 麦、そば 機械・施設の共同利用、排水対策等

1 担い手加算（二毛作） 2 6,000 麦、そば 機械・施設の共同利用、排水対策等

2 担い手多種品種加算（基幹） 1 13,000 飼料用米・米粉用米 機械・施設の共同利用、多収品種の導入等

3 二毛作加算（二毛作） 2 12,500 麦・大豆・飼料作物（※） 二毛作による対象作物の作付、排水対策等

4
耕畜連携の取組（水田放牧・資源循環・

ワラ利用）（基幹）
3 11,000 ＷＣＳ用稲、飼料用米、飼料作物 利用供給協定の締結等（耕畜連携取組面積に応じて支援）

4
耕畜連携の取組（水田放牧・資源循環・

ワラ利用）（二毛作）
4 11,000 飼料作物 利用供給協定の締結等（耕畜連携取組面積に応じて支援）

5 地域重点振興作物助成（基幹） 1 15,000 イチゴ、トマト、メロン、ズッキーニ、里芋 通常の肥培管理、出荷・販売

6 地域特別振興作物助成（基幹） 1 13,000

ニンニク、オクラ、キュウリ、ネギ、かぼちゃ、
ナス、トウガラシ、ピーマン、ブロッコリー、
ショウガ、薬用作物（ミシマサイコ）、種子用

作物（馬鈴薯・たまねぎ、里芋）、えごま

通常の肥培管理、出荷・販売

7 地域振興作物助成（基幹） 1 10,000
花き・花木、その他高収益作物（種苗類（種
子用馬鈴薯、種子用タマネギ、種子用さとい

もを除く）、小豆、たばこ）
通常の肥培管理、出荷・販売

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してくだ
さい。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。



別紙

１．地域農業再生協議会名

２．活用予定額の総括表

（単位：円）

当初配分
(A)

追加配分
(B)

24,156,000 24,156,000 23,839,700

（注）追加配分が未定の段階にあっては、該当箇所を空欄により作成することとします。

相良村農業再生協議会

８　産地交付金の活用方法の明細

相良村農業再生協議会

協議会等名

配分枠（A+B）

活用予定額



３．活用方法

配分枠

24,156,000円

麦 大豆 飼料作物 米粉用米 飼料用米 WCS用稲 加工用米

新市場開拓用米

そば なたね 地力増進作物

野菜 花き・花木 果樹
その他の
高収益作

物

その他

1 担い手加算（麦、そば・基幹） 1 6,000 626 170 796 477,600

1 担い手加算（麦、そば・二毛作） 2 6,000 1,600 670 2,270 1,362,000

2 担い手多収品種加算（飼料用米・米粉用米・基幹） 1 13,000 550 550 715,000

3 二毛作加算（二毛作） 2 12,500 1,600 4,500 6,100 7,625,000

4 耕畜連携の取組（水田放牧・資源循環・ワラ利用・基幹） 3 11,000 1,200 51 8,800 10,051 11,056,100

4 耕畜連携の取組（水田放牧・資源循環・ワラ利用・二毛作） 4 11,000 250 250 275,000

5 地域重点振興作物助成（基幹） 1 15,000 600 600 900,000

6 地域特別振興作物助成（基幹） 1 13,000 560 300 860 1,118,000

7 地域振興作物助成（基幹） 1 10,000 13 298 311 311,000

実面積 626 1,200 550 8,800 170 1,160 13 598 13,117

実面積 1,600 4,500 0 0 670 0 0 0 6,770

所要額
①×②
（円）

高収益作物
合計
②
※５

23,839,700

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してください。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　「面積」は、当初配分により支援を行う使途について記入し、追加配分により支援を行う使途については、追加配分額が未定の段階にあっては空欄としてください。
※４　「合計（基幹）の実面積」は、基幹作を対象とした設定の実面積を記入し、「合計（二毛作）の実面積」は、二毛作を対象とした設定の実面積を記入してください。
　　　また、「合計②」欄は、基幹作、二毛作それぞれの実面積の合計を記入してください。
※５　②の合計は、各使途の合計面積を記入してください。
※６　所要額欄の二重枠には、所要額の合計を記入してください。
（注）使途ごとに「産地交付金の活用方法の明細（個票）」を添付してください。

合計（基幹）※４

合計（二毛作）※４

整
理
番
号

戦略作物
使途

※１

単価①
（円/10a）

作
期
等
※２

面　積　（ａ単位）※３



４．追加配分等を受けた場合の調整方法

５．所要額が配分枠を超過した場合の調整方法

６．高収益作物について

注１ 産地交付金で支援する作物のうち、高収益作物に該当する作物名（野菜、花き・花木、果樹除く）を記載してください。
注２ 収益性のわかるデータを添付してください。

整理番号１～７の個票で設定した上限単価の範囲内で増額する。
【優先順位】　５→４→１・２・３・６・７の順に充当する。
地力増進作物への配分についても同様に、個票１～７の原資とし、調整方法は上述に従う。

追加配分時に増額した整理番号がある場合は、その整理番号を優先的に当初単価まで減額する。その後、整理番号１～７を
概ね一律に単価を減額する。（調整後の単価は100未満切り捨てとする。）

ミシマサイコ、えごま、種子用馬鈴薯、種子用タマネギ、種子用さといも、種苗類、たばこ、小豆



協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

内　　容

具体的要件

取組の
確認方法

成果等の
確認方法

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

麦、そば

産地交付金の活用方法の明細（個票）

　相良村農業再生協議会 整理番号 1

担い手加算（麦、そば）（基幹、二毛作）

6,000円 ／10ａ （上限単価9,500円/10a）

　麦とそばについては、地域の重要な転作作物として位置付け、農地の利用集積及び利活用を促進している。
しかし、作付農地において狭小地が点在しているため、作業効率が低く、品質の維持も困難な状況にある。そ
のため、担い手へ集積することでコスト抑制し、収量増（所得増）につなげる必要がある。

目　　標

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

7.6ha 8.0ha －

二
毛
作

目標 22.4ha 22.6ha

基
幹

目標 8.6ha 7.6ha 8.0ha 8.0ha

　※　令和４年度から新規に設定した目標については、令和２年度及び３年度の目標の記載は不要です。

実績 23.0ha 20.7ha －

　麦の規模拡大を行う担い手の利用集積を推進し、低コスト化による収益力向上を支援する。

担い手利用集積
実績

○　助成対象者
　　・麦を出荷・販売目的で生産する認定農業者、集落営農組織、認定新規就農者

○　取組要件
　　・機械及び施設の共同利用を行うこと
　　・通常の肥培管理及び排水対策等に取組むこと

○　地域協議会において以下の書類等を確認する
　営農計画書（交付申請書）、現地確認、出荷契約書、種子購入伝票、作業日誌、
　その他必要に応じて地域協議会が提出を求める書類等

○　令和４年12月末までに以下の方法により確認する
　・担い手利用集積面積については、支払対象面積を集計
　・収量については、調査時点において集荷団体（JA)から入手したデータを用いる。

地域において認定農業者、集落営農組織、認定新規就農者を「担い手」として位置づけており、経営改善に取
り組む経営的意識の高い農業者に対して支援する。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

27.4ha 22.2ha



協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

内　　容

具体的要件

取組の
確認方法

成果等の
確認方法

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

飼料用米・米粉用米

産地交付金の活用方法の明細（個票）

　相良村農業再生協議会 整理番号 2

担い手多収品種加算（飼料用米・米粉用米）（基幹）

目　　標

令和２年度 令和３年度 令和４年度

5.3ha

実績 10.9ha

13,000円 ／10ａ （上限単価17,000円/10a）

　飼料用米・米粉用米は主食用米からの転換作物の一つとして位置付けているが、当該地域において
は、畜産農家の需要がWCS用稲に偏っているため普及率が低く、担い手への利用集積も拡大していな
い。しかし、WSC用稲の需要と供給は均衡が図られている状況であり、これ以上のＷＣＳ用稲の作付け
は難しい状況である。そのため、飼料用米等について、担い手への集積によるコスト抑制や多収品種
導入による収量・収益の維持・増加を支援する必要がある。

令和５年度

5.3ha

収量
目標 500kg/10a 500kg/10a 500kg/10a 500kg/10a

実績

担い手利用集積
目標 3.0ha 4.8ha 5.3ha

355kg/10a 468kg/10a

　担い手による飼料用米・米粉用米の多収品種への取組みを支援する。

　※　令和４年度から新規に設定した目標については、令和２年度及び３年度の目標の記載は不要です。

○　助成対象者
　　・飼料用米・米粉用米を出荷・販売目的で生産する認定農業者、集落営農組織、
　　認定新規就農者

○　取組要件
　　・機械及び施設の共同利用を行うこと
　　・通常の肥培管理及び多収品種導入
    ・多収品種は「需要に応じた米生産の推進に関する要領」別紙３の第４の３に規定する品種

○　地域協議会において以下の書類等を確認する
　営農計画書（交付申請書）、現地確認、出荷契約書、種子購入伝票、作業日誌、
　その他必要に応じて地域協議会が提出を求める書類等

○　令和４年12月末までに以下の方法により確認する
　・担い手利用集積面積については、支払対象面積を集計。
　・収量データについては、調査時点において集荷団体から入手したデータを用いる。

地域において認定農業者、集落営農組織、認定新規就農者を「担い手」として位置づけており、経営改
善に取り組む経営的意識の高い農業者に対して支援する。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。



協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

内　　容

具体的要件

取組の
確認方法

成果等の
確認方法

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

麦、大豆、飼料作物（※別表）

産地交付金の活用方法の明細（個票）

　相良村農業再生協議会 整理番号 3

二毛作加算（二毛作）

12,500円 ／10ａ （上限単価16,500円/10a）

　当地域において、高齢化や後継者不足により水田の遊休化が懸念される。水田利用率も１１５％と低く、水田
を最大限活用し、農業者の所得向上と自給率向上を図る必要がある。そのため、実需者からの需要や国産の
要求が強い麦・大豆・飼料作物について、二毛作による水田の有効活用を支援する。

目　　標

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

二毛作の取組面積
目標 66.8ha 61.6ha 61.6ha 61.6ha

実績 60.8ha 60.2ha －

水田の利用率
目標 117.60% 115.7% 115.70% 115.70%

実績 115.70% 115.64% －

　水田を最大限活用できる二毛作への取組を支援する。

○　助成対象者
　　水田活用の直接支払交付金の助成対象者。

○　取組要件
　・作付体系は以下のとおりとする。
　　①主食用米＋対象作物、②新規需要米＋対象作物、③加工用米＋対象作物、④対象作物同士
　・対象作物については、通常の肥培管理、出荷販売を行うこと。
　・生産性の向上の取組として、排水対策を行うこと。

○　地域協議会において以下の書類等を確認する
　営農計画書（交付申請書）、現地確認、出荷契約書、種子購入伝票、作業日誌、
利用供給協定書（飼料作物）、その他必要に応じて地域協議会が提出を求める書類等

令和５年3月末までに以下の方法により確認する。
・取組面積については、支払対象面積を集計。
・水田活用率については（基幹作＋二毛作）の面積÷水田面積で求めるものとする。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

　※　令和４年度から新規に設定した目標については、令和２年度及び３年度の目標の記載は不要です。



協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

内　　容

具体的要件

取組の
確認方法

成果等の
確認方法

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

①水田放牧：飼料作物（※別表）、ＷＣＳ用稲
②資源循環：飼料作物（※別表、ＷＣＳ用稲
③ワラ利用：飼料用米
※飼料作物は基幹・二毛作を対象とする。ＷＣＳ用稲及び飼料用米は基幹のみ対象とする。

産地交付金の活用方法の明細（個票）

　相良村農業再生協議会 整理番号 4

耕畜連携の取組（水田放牧・資源循環・ワラ利用）（基幹・二毛作）

目　　標

令和２年度 令和３年度 令和４年度

実績 103.9ha 86.4ha

11,000円 ／10ａ （上限単価16,000円/10a）

　当地域では、農業者の高齢化及び後継者不足により水田の機能（活用）が低下しつつある。そのた
め、畜産農家と連携し水田放牧や資源循環、ワラ利用の取組を支援するとともに、耕畜連携により畜
産業の経営安定（安定供給）を図る必要がある。また、飼料用米については、生産コストの削減を図る
ため、併せて生産性向上の取組を行うことが重要である。

令和５年度

－

耕畜連携の
実施率

目標 － 52.0% 54.5% 56.0%

実績

耕畜連携の
取組面積

目標 － 85.0ha 90.0ha 95.0ha

○　助成対象者
　　　水田活用の直接支払交付金の助成対象者。

○　取組要件
　　　耕畜連携の取組を行う者は、連携の相手方となる畜産農家との間で、１年以上を締結期間とする
　　利用供給協定書を締結（自家利用の場合は、自家利用計画を策定）。
　①粗飼料生産水田での放牧
　　・放牧頭数が成牛換算で2頭/㏊以上（育成牛：2頭あたり成牛1頭換算）
　　・述べ放牧日数が180日以上
　②粗飼料生産水田への堆肥散布
　　・堆肥は水田粗飼料作物を給与した家畜由来のものであること。
　　・自己堆肥でないこと。
　　・散布堆肥量が2ｔ又は4㎡/10ａ以上であること。
　③ワラ利用（飼料用米）
  　・多収品種「需要に応じた米生産の推進に関する要領別紙３の第４の３に規定する品種の種もみ
　　又は苗を購入し、作付をすること。
　　・飼料用米生産ほ場の稲ワラ利用の取組であること。
　　・このワラが確実に飼料として利用されること。

○　地域協議会において以下の書類等を確認する
　営農計画書（交付申請書）、現地確認、出荷契約書、種子購入伝票、作業日誌、利用供給協定書、
　現地（作業）写真、その他必要に応じて地域協議会が提出を求める書類等
〇ワラ利用の取組については、以下の書類も確認する
　多収品種の種もみ又は苗の予約票、購入伝票等の写し（前年度に自家種子確保の取組計画を行い、自家種
子を利用する場合は、導入時の購入伝票等の写し）　）

令和５年3月末までに、以下の方法により確認する。
・取組面積については、支払対象面積を集計
・利用供給協定実績、取組写真や連携畜産農家及び関係機関（畜協）等への聞き取りにより確認

57.4% 54.2% －

　水田の有効利用を行い、飼料生産振興に直結する耕畜連携の取組を支援する。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

　※　令和４年度から新規に設定した目標については、令和２年度及び３年度の目標の記載は不要です。



協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

内　　容

具体的要件

取組の
確認方法

成果等の
確認方法

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

イチゴ、トマト、メロン、ズッキーニ、里芋

産地交付金の活用方法の明細（個票）

　相良村農業再生協議会 整理番号 5

地域重点振興作物助成　（基幹）

15,000円 ／10ａ （上限単価20,000円/10a）

　高収益作物である当該対象作物は、地域農業の重点作物として位置付けている。そこで、今後は産
地交付金も活用しながら作付面積の維持・拡大とブランド化による農作物販売の安定化を図り、より収
益力を向上させる必要がある。

目　　標

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

6.13ha －

　高収益作物として、地域で重点的に振興する作物への取組を支援する。

○　助成対象者
　　・当該対象作物を出荷、販売目的で作付する農業者又は集落営農組織。

○　取組要件
　　・通常の肥培管理を実施し、出荷・販売を行っていること。

作付面積

目標 － 6.01㏊ 6.36ha 6.79ha

実績 5.84㏊

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

　※　令和４年度から新規に設定した目標については、令和２年度及び３年度の目標の記載は不要です。

○　地域協議会において以下の書類等を確認する
　　営農計画書（交付申請書）、現地確認、出荷契約書、種子購入伝票、作業日誌
　　その他必要に応じて地域協議会が提出を求める書類等

令和５年3月末までに以下の方法により確認する
・取組面積については、支払対象面積を集計。



協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

内　　容

具体的要件

取組の
確認方法

成果等の
確認方法

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

ニンニク、オクラ、キュウリ、ネギ、かぼちゃ、ナス、トウガラシ、ピーマン、ブロッコリー、ショウガ、薬用
作物（※別表）、種子用作物（※別表）、えごま

産地交付金の活用方法の明細（個票）

　相良村農業再生協議会 整理番号 6

地域特別振興作物助成（基幹作）

13,000円 ／10ａ （上限単価16,000円/10a）

　当該対象作物は、地域の気候を活かした品目で地域振興特別振興作物として位置付けている。水田
を活用して当該対象品目を栽培する農業者の経営安定を図るため、支援を行っていく。

目　　標

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

6.8㏊ -

　地域特別振興作物として位置付ける高収益作物への取組を支援する。

○　助成対象者
　　・当該対象作物を出荷、販売目的で作付する農業者又は集落営農組織。

○　取組要件
　　・通常の肥培管理を実施し、出荷・販売を行っていること。

作付面積
目標 － 8.5ha 7.0ha 7.0ha

実績 8.47ha

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

　※　令和４年度から新規に設定した目標については、令和２年度及び３年度の目標の記載は不要です。

○　地域協議会において以下の書類等を確認する
　　営農計画書（交付申請書）、現地確認、出荷契約書、種子購入伝票、作業日誌
　　その他必要に応じて地域協議会が提出を求める書類等

令和５年3月末までに以下の方法により確認する
・取組面積については、支払対象面積を集計。



協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

目　　標

内　　容

具体的要件

取組の
確認方法

成果等の
確認方法

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

花き・花木、その他の高収益作物（※別表）

産地交付金の活用方法の明細（個票）

　相良村農業再生協議会 整理番号 7

地域振興作物助成（基幹作）

10,000円 ／10ａ （上限単価14,000円/10a）

　当地域は、中山間地域で条件不利地の水田が多い。そのため、不作付地の発生を防止し、水田を有効活用
し高収益化の推進を図るため、地域の特色を活かした作物の振興を推進する必要がある。

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

3.1ha -

　地域の実情に応じた作物（地域振興作物）への取組を支援する。

○　助成対象者
　　・当該対象作物を出荷、販売目的で作付する農業者又は集落営農組織。

○　取組要件
　　・通常の肥培管理を実施し、出荷・販売を行っていること。

作付面積
目標 － 3.0ha 3.1ha 4.1㏊

実績 3.1ha

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

　※　令和４年度から新規に設定した目標については、令和２年度及び３年度の目標の記載は不要です。

○　地域協議会において以下の書類等を確認する
　　営農計画書（交付申請書）、現地確認、出荷契約書、種子購入伝票、作業日誌
　　その他必要に応じて地域協議会が提出を求める書類等

令和５年3月末までに以下の方法により確認する
・取組面積については、支払対象面積を集計。



（別表）　作物明細

個票３ 　二毛作加算

個票４ 　水田放牧・資源循環・ワラ利用の取組（耕畜連携）

個票6 　地域特別振興作物助成

薬用作物 　ミシマサイコ

種子用作物 　種子用馬鈴薯、種子用タマネギ、種子用さといも

個票7 　地域振興作物助成

その他の高収益作物
　種苗類（種子用馬鈴薯、種子用タマネギ、種子用さといもを除く）、小豆、たばこ（二
毛作なし）

飼料作物
　イタリアンライグラス、ソルガム、青刈りとうもろこし、飼料用青刈り用稲、その他一
年性牧草（青葉ミレット、青刈りヒエ、ローズグラス、ギニアグラス、グリーンミレット）、
永年性牧草（バヒアグラス）



品目名：たばこ

単収（kg/10a） ① 255
県の経営指標より
（県組合H25～29の実績）

販売単価（円/kg） ② 2,050
県の経営指標より
（県組合H25～29の実績）

生産費（円/10a） ③ 258,315

県の経営指標より
肥料代：44,018円
農薬代：20,737円
その他（地代・労働費等）：193,560円

収益（円/10a） ①×②-③ 264,435

品目名：ミシマサイコ（薬草合同会社へ聞き取り）

単収（kg/10a） ① 59 あさぎり合同会社実績より

販売単価（円/kg） ② 8,556 あさぎり合同会社実績より

生産費（円/10a） ③ 74,850

あさぎり合同会社提出資料より
元肥：15,000円
農薬：15,000円
マルチ：12,450円
マルチキーパー：32,400円

収益（円/10a） ①×②-③ 426,472
2年生657,000円（根、1年種子、2年
種子）
1年目種子で231,000円

品目名：種苗類(生産者へ聞き取り）

単収（本/10a） ① 33,000

販売単価（円/本） ② 108 生産者へのききとり

生産費（円/10a） ③ 1,471,000

肥料：66,000円
穂代：495,000円
資材：90,000円（カンレイシャ他）
小作料：20,000円
人件費：800,000円

収益（円/10a） ①×②-③ 2,093,000



品目名：えごま（生産者へききとり）

単収（kg/10a） ① 100

販売単価（円/kg） ② 1,700

生産費（円/10a） ③ 50,000
肥料：4,000円、
たい肥１ｔ　4,000円　　　収益の3割
労務費：42,000円

収益（円/10a） ①×②-③ 120,000

品目名：小豆（生産者へききとり）

単収（kg/10a） ① 70

販売単価（円/kg） ② 1,000

生産費（円/10a） ③ 28,000
肥料：1,700円
農薬：1,300円
労賃：25,000円

収益（円/10a） ①×②-③ 42,000

品目名：種子用馬鈴薯（JAへ聞き取り）

単収（kg/10a） ① 2,500 JAより

販売単価（円/kg） ② 140 JAより

生産費（円/10a） ③ 149,250

JAより
段ボール：20,250円
種子：36,000円
マルチ：8,000円
肥料代：31,000円
農薬代：24,000円
手数料：30,000円

収益（円/10a） ①×②-③ 200,750



品目名：種子用玉ねぎ（JAへ聞き取り）

単収（kg/10a） ① 40 JAより

販売単価（円/kg） ② 20,000 JAより

生産費（円/10a） ③ 200,000

JAより
マルチ、農薬代：200,000円

収益（円/10a） ①×②-③ 600,000

品目名：種子用さといも（JAへ聞き取り）

単収（kg/10a） ① 1,350 JAより

販売単価（円/kg） ② 180 JAより

生産費（円/10a） ③ 94,000

JAより
種子、マルチ、農薬代：94,000円

収益（円/10a） ①×②-③ 149,000



（敬称略）

氏　　名 役職 備考

相良村・相良村担い手育成支援協議会 村長・会長 吉松　啓一 会長

球磨地域農業協同組合 理事 白石　悌二 副会長

熊本県農業共済組合球磨支所 支所長 高澤　喜久雄

相良村農業委員会 会長 渡邊　和夫

相良村土地改良区 理事長 古川　十市

相良村畜産振興会 会長 中嶋　勝巳

球磨酪農農業協同組合 代表監事 山口　庄一 監事

たばこ耕作組合ひまわり総代 総代 原口　典和 監事

相良村認定農業者連絡協議会 会長 尾方　伸輔

相良村農作業サービス組合 組合長 西田　義和

中央地域集落営農連絡協議会 代表

球磨地域農業協同組合　青壮年部 相良支部長

球磨地域農業協同組合　女性部 相良支部長 永井　美佐江

農業女性アドバイザー 宮﨑　利子

農業女性アドバイザー 宮﨑　三枝

有識者 大塚　淳六郎

有識者 平川　雅智

（事務局）

氏　　名 職名 備考

相良村役場産業振興課 課長 平田　智博 事務局長

ＪＡくま下球磨営農センター 営農企画課 永田　伸二 事務局次長

ＪＡくま錦支所相良店 店長 綱木　一郎 事務局員

ＪＡくま下球磨営農センター 中村　和久 事務局員 再生協議会担当

相良村役場産業振興課 振興係長 倉田　雅弘　 事務局員

　　　　　〃 主事 徳永　瑠美 事務局員 再生協議会担当

　　　　　〃 主事 山下　由華 事務局員 集落営農組織担当

　　　　　〃　　　　　（農業再生協議議会） 非常勤職員 中村　典子 事務局補助員

所属等

所属等

令和４年度　相良村農業再生協議会会員名簿

中竹　宏一


